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Flora of China (36)によれば、アマメシパ (8αuropusαndrogynus)の巾同名
は「守宮木 (shougong mu) Jといい、 18αuropusαlbicansBlumeJ、18αuropus
αlbicans va巴gαrdneriαnus(Wight) Muller ArgoviensisJ、18αuropusαlbicαns
var. intermedius Muller ArgoviensisJ、18αuropusαlbicαnsvar. zeylanicus 
(Wight) Muller ArgoviensisJ、18αurο'pusconvexus J.よSmithJ、18αuropus
gαrdneriαnus Wight; 8αuropus indicus WightJ、18auropuspαrviflorus Pax 
& K. HoffmannJ、18αuropusretroversus WightJ、18αuropusscandens C. 
B. Robin印刷、 18αuropussumatranus MiquelJ等の学名は全て史名 (Synonym)







































































































































































































































480.46) 2.0 %以 hを合むの
〈き〉 トウキ (Japane自eAngelica Root、ANGELICAERADIX、当帰)
本品はトウキAngelicaacutilobαKitagawa又はホッカイトウキAngelicα





















イソウ」に関しでは、日 として記載している IZizyphus jujubα 






いて「クロウメモドキ科 (Rhαmnαceαe)のナツメ ZizyphusjujubαMill. var. 




味甘平 とあり、この記述からすると、「大森」とは「裂 (Zizyphusjujubα 















(Oliver) DielsJのことを指す(62) 0 Flora of China (63)は、この槌物について中






























(Houttuyn) Decaisn日)及ぴその近縁種のことを指すと解されている (68)0 Flora 
















F. Maekawa又はケイリンサイシンAsiαsαrumheterotoropoides F. Maekawa 





















ト(76)) (77)及び名占岸地裁平成16年4J-d9円判決(乙事件・裁判所サイト (7H)) 
カTある (70)。






















































































































































































































































































































































































































































































































ことが十分に認められ、薬事法 2 条 l 項 2~ に該当する医薬品と認めるのが相当であり、




































































































ラパノン (flavanone) (116)、イソフラボノイド(isoflavonoid) (117)、カルコ





























































































































坂書房、 1994)、船山信次『毒と薬の世界史.1 (中公新書、 2008)が参考になる。
(6)須賀丈・岡本透・丑丸敦史『草地と日本人一日本列島草原 1万年の旅j(築地書館、 2012)、
山野井徹「日本の土一地質学が明かす黒土と縄文文化j(築地書館、 2015)、浜岡晋介「弥





























は、同 Ir孔子家詩Jの蘭Jらん・ゆり 448号 12-31頁、同If有子Jの蘭(l)j同誌449




















(11)藤原時平 (871年-909年)及び藤原忠平 (880年-949年)が編纂し、延長5年 (927
年)に完成したものとされている。なお、「延喜式Jの「典薬寮」については、夏井高人
「延喜式(土御門本)にみえる石角干の単地」やまくさ 63~'80-89買で述べた。










































半田高 iPla自tidIheritance and Plastome -genome Incompatibility of Intergeneric 
Hybrid自betweenMenziesiαand RhododendronJ 園芸学会雑誌 74 巻 4 号 318~323
頁、太田智・村上覚・勝木俊雄・石井ちか子・稲葉善太郎・山本俊哉「核および葉緑体








ID:P2-013、三島美佐子・伊藤元己 iPhylogenyof Japanese species of Sanguisorba 
(Ros日ceαe)based on RFLPs of PCR同amplifiedcpDNA fragmentsJ摘物分類・地理

















Hildebert Wagner， Gudrun Ulrich-Merzenich (eds.)， Evidence and Rational Based 
Research on Chinese Drug， Springer， 2013、ChristopheWiart， Medical Plants of 
64 
横物の名称の不公正な使用と景品表示法の適用(夏井)
China， Korea， and Japan・Bioresourcesfor Tomorrow's Drug and Cosmetics， CRC 







(24) Mark D目 Janis，Herbert H. Jervis & Richard Peet， Intellectual Property Law 
。fPlants， Oxford University Press， 2014、Agn釘 Ricroch，Surinder Chopra， 
Shelby J. Fleischer (eds.)， Plant Biotechnology開 Experienceand Future Prospects， 
Springer， 2014、GustavoCaetano-Anolle呂&Peter M. Gresshoff， DNA Markers -






























この権利に関しては、 RegineAndersen & Tone Winge， Realising Farmer句Rightsto 
65 
法律論議88巻4・5令併号
Crop Genetic Resources， Rout1edge， 2013が参考になる。
(29)薬害訴訟等については、平野克明「欠焔商品訴訟と製造物責任.1 (成文堂、 1993)、下山
瑛二「健康権と国の法的責任J(岩波書居、 1979)がある Q 製造物責任に珂しては、塩崎

























































































































































(Asαrurn sieboldii MiqueI)、ケイリンサイシン (Asαrurnheterotropoides F. Schmidt 





































(77)判例評釈として、木村久也「演方薬の副作刷と製造物責任JNBL 795 号 10~12 頁、国
民生活センター相談調査部「輸入i莫H薬による副作用と製造物責任」月刊国民生活35巻













自治 399 号 86~89 頁で述べた。製造物責任法の解釈・運用上の問題点 般に関しては、
古賀哲夫「製造物責任に関する研究ーアメリカj去を中心に-.1(晃洋書房、 1995)261~ 
285 頁、 442~449 頁、平野晋『アメリカ製造物主者任法の新展開一無過失責任の死一j (成
文堂、 1995) 175~296 頁、アメリカ法律協会編(森島昭夫監訳・山口正久訳) r米国第
3次不法行為法リステイトメント製造物責任法.1 (木鐸社、 2001)が参考になる。
(82)川島武宜「民法総:目IU(有斐閣、 1965)427~573 頁
































(87) 医来品の欠陥及び製造物責任に関しでは、平野克明 I~品事故」判例タイムズ 666サ 28






























裁判例として、合衆国連邦最高裁のPOMWONDERFUL LLC v. COCA-COLA CO.， 

















う編「薬事ハンドブック 2015ー 薬事行政・業界の最新動向と展望j(じほう、 2015)が
参考になる。













































ただし、 Jan-HendrikH巴hemann，Gaelle Correc， Tristan Barbeyron， William 
Helbert， Mirjam C司jzek& Gurvan Michel， Transfer of carbohydrate-active 
enzymes from marine bacteria to Japanese gut microbiota， Nature 464， 908-
912 (8 Apri12010) I doi: 10_1038/nature08937は、経円で摂取した海媒(紅媒類)の
細胞墜を破壊して分解する酵素を生成する微生物を腸内常在微件物としてもっているの
は世界中でも日木人だけであるとの見解を示している。なお、この関連では、中込治・















































































































































































現代の中国では、「五加」とは、毛梗槌葉五加 (Eleutherococcushenryi Oliver 










め、 Floraof China (135)は、誤りであると明記している。















(Eleutherococcus sieboldiαnus (S戸1.Acαnthopαnαx sieboldiαnus))のほぼ全
部が江戸時代以降の組栽によるものであり、有用植物として雌木のみが栽培・利用
されてきたために雌株ばかりになったのではないかとも考えられる。
北村四郎氏は、 In加」に該当する植物は IAcαnthopαnαxgracilistylus W. 
W. SmithJであるとしている (l:l7)。この IAcanthopαnαxgracilistylus Jとの学
名は、IEleutherococcusgracilistylus (w. W. Smith) S. Y. HuJの異名 (Synonym)
であり、史に IEleutherococcus gracilistylus Jとの学名は、 IEleutherococcus 
nodiflorus (Dunn) S. Y. HuJの異名 (Synonym)である。学名上の正名である









Flora of China (140)によれば、エゾウコギ (Eleutherococcussenticosus)は、
「刺五加」を中同名とし、湿地等に牛育する低木で、中間(黒竜江省、吉林省、遼寧
省、険西省、 1[1西省、湖北省、湖南省、四川省)、朝鮮、ロシア及び日本に分布する







































































































(Fibroblast growth factors; FGF)、上皮成長因子 (EpidermalGrowth Factor; 
EGF)、インスリン株成長悶子 (Insu日Iトlikegrowth factors; IGF)、肝細胞増
殖凶r(Hepatocyte growth factor; HGF)、トランスフォーミング増殖凶 f
(Transforming growth factor; TGF)、果鞍頼直耳-粒球マクロフア一ジコロニ-刺i法激t放士凶


































































































































































































































































































示として適格消費者団体による笈止請求を認容した事例j 公正取引 775 号 56~64 頁、
大高友一・志部淳之介「景品表示法に基づく差止訴訟判iたー適格消費者間体により景品
表示法 10条に基づく差止請求がなされ、新聞折込チラシの配布の差止め等が認められ










81 {& 2 -lナ 267~273 頁、荒川ゆかり・藤島雅基・溝口亨・加藤まどか・松坂始子・根本
治「クロレラ (Chlorellapyrenoidosa)熱水拍附I物合有クリームによる肌質改替効果

















報告もあるのこの点に関しでは、Armstrong，Margaret T. Armstrong， R.L. Pardy， 
Alice Child and N orman Wainwright， Immunohistochemical Demonstration of a 
Lipopolysaccharide in the Cell Wall of a Eukaryote， the Green Alga， Chlorella， 































昇抑帝リ作用」日本栄養・食糧学会誌 61 巻 3 号 111~117 頁、 I lI i開l 竺保子・ 111村朝子・
4公葉滋・小野寺準一・ 11回則子「ウコギ (Acαnthopαnαxsieboldianus)葉のラット
における食後血糖 k昇抑制作用J1::1本栄蒸・食様学会誌 5H話 6 サ 271~275 頁、奥山
徹・林武史・馬場正樹・岸直樹・松丸有昏・周囲嘉仁・徳田春邦・西野輔翼「伝統薬物に
よる化学発がん予防に関する研究xvmウコギ科梢物の発がんプロモーター抑制効呆」
生薬肇雑誌 52 巻 4 号 314~321 頁、宮腰正純ほか iConstituents of Acanthopanax 









エゾウコギの影響(第2報)J 1::1本補完代替医療学会誌 11 巻 1 号 9~15 頁、広末トシ子­
j公沢陸子・川井英雄・細貝祐太郎・吉村博之・竹本和夫「エゾウコギ (Acαnthopanαx
senticosus)の変異原性試験及びラットに対するE急性毒性試験」食品衛生学雑誌27
巻 4 号 380~386 頁、山崎泰助・下坂茂広・桜井正之・松村外志張・築山節・常盤孝義
「エゾウコギ成分イソフラキシジンの抗炎症性作用の検討J生物物理化学48巻2号55
~58 頁、 Be邑palovVG， Aleksandrov VA， Iaremenko KV， Davydov VV， Lazareva 
NL， Limarenko Alu， Slepian LI， Petrov AS， Troian DN， The inhibiting effect 
of phytoadaptogenic preparations from bioginseng， Eleutherococcus senticosus 
andRhα:ponticum cαrthαmoides on the development of nervou日systemtumors 
in rats induced by N-nitrosoethylurea， Vopr Onkol. 1992; 38(9): 1073-80、
B. Glatthaar-Saalmuller， F.Sacher， A.Esperester， Antiviral activity of an extract 
derived from roots of Eleutherococcus senticosus， Antiviral Res. 2001 Jun; 
50(3): 223-8、JiyunAhn， Min Young Um， Hyunjung Lee， Chang Hwa Jung， 
Seok Hyun Heo， and Tae Youl Ha， Eleutheroside E， An Active Component of 
Eleutherococcus senticosus， Ameliorates Insulin Resistance in Type 2 Diabetic 
db/db Mice， Evidence-Based Complementary and Alternative Medicine， Volume 






(Eleutherococcus senticosus)の記載がない。 Floraof Chinaの記載は2007年のもの
であるので、 Floraof Chinaの記述が比しいとすれば、比較的最近の調査結果に基づい
て中国南部にも分布があることが判明したものではないかと推定される(誤認や柄栽の









(;It隆館、 1940)にはエゾウコギ (Eleutherococcussenticosus)の記述がない。 λ井
































































免疫賦活作用を介して抗腫場作用を示す」医学と生物学 156 巻 1 号 26~34 頁がある O
(153)株式会社サン・クロレラ所属の研究員らによるものとして、中鉢博文・星崎昌子・竹腰英
















ん Liljas，L. Lilja日，J. Piskur， G.Lindblom， P.Nissen， M. Kjeldgaard (11中勲・で
木邦夫訳)r構透生物学J(化学同人、 2012)305~329 頁が参与になる
(156)参考となる文献として、凶村いくこ・中野明彦(佐藤直樹監修)i植物オルガネラの分化と
多様性ー細胞内の輸送系から向次機能へj(秀潤社、 2002)、KhalidRehman Hakeem， 
Reiaz ul Rehman & Inayatullah Tahir (Eds.)， Plant signaling: Understanding 
the molecular crosstalk， Springer， 2013、RohitN. Kulkarni， Islet Cell Growth 
Factor民 CRCPress， 2011、KlausUnsicker & Kerstin Krieglstein (eds.)， Cell 



























































































































































































同社は、平成22年4月3日、同月 10日、同月 17日、同月 24日、同月 25
日、同年5月1日、同月 3日、同月 4日及ぴ同月 8日(計9日間)に同社が経
常する席舗において販売していたサザエについて、① IKOHYOJと称する 27
屑舗にあっては、平成22年4月1円、同月 3円、同月 8円、同月 15円、同月





































































































































































































































































































































































































































ランド産」と表示していたものであるとして、 JAS法19条の 13第 1項に基づ
く「生鮮食品品質表示基準(平成 12年3月31日農林水産省告示第514号)J






























































































































のコタラヒムブツ (8αJαciαreticulatαWight)とサラシアマルメロ (8αJαciaoblongα 
Wallich)がある。サラシアの化守成分に関しては、下回博司・藤村高志・牧町浩平・古
島賢一・内藤一嘉.)[ 保田尋美・三輪芳久「ニシキギ科植物サラシア幹拍刑エキスの安
全性」食品衛生学維誌 40 巻 3 号 198~205 頁、 W. D. Ratnasooriya， J.R. Jayakody， 
G. A. Premakumara， Adverse pregnancy outcome in rats following exposure to 
a8αlacia reticulata (Celastraceae) root extract， Braz J Med Biol Res目 2003Jul; 
36(7): 931-5. Epub 2003 Jun 26、A.N. Flammang， G. L. Erexson， M. S. Mecchi， 
H. Murli， Genotoxicity testing of a 8alaciαoblongαextract， Food Chem Toxicol. 








45 巻 1 号 8~18 頁、噴き昭博・閥的悦子「食品およぴサプリメント中の牒リパ--ë活性


































ンの検出」日本食品科学工学会誌 54 巻 6 号 280~286 頁、川中俊光・丙尾治「輸入生
鮮魚介類からのノロウイルス遺伝子検出状況」日本獣医師会雑誌58巻9号627-630
頁、橋本好司・痢回吏乃網棚町千代子・最回尚子・佐川公矯「輸入冷凍エピブラックグ



















































































文雄「但馬牛集団のジーンドロッピング1去による系統分類の試みJ10J 誌 41 号 16~21
頁、岡章生・龍問健・宕本英治「但馬牛種雄牛の成長ホルモン遺伝子多裂と枚肉形質育
積価の関係」同誌 41 号 6~9 頁が参考になる。
(202)ケセンガニ (Oregoniidae)科のベニズワイガニ (Chionoecetesjaponicus Rathbun) 




との表示でサケ科 (Salmonidae)のニジマス (Oncorhynchusmykiss Walbaum)と




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































例えば、日本の野牛種であるフウラン (Vandαfalcatα(Thunberg)Beer (Syn. 
Neofinetiαfalcαtα(Thunberg) Hu， Rhodora) )の中からの選抜品であると称し
て、外岡産のラン科植物との人工交配品を販売する行為(268)や日本の野生種である
カンラン (Cymbidiumkαnran Makino)の中からの選抜品であると称して、シュ
ンラン (Cymbidiumgoeringii (H. G. Reichenbach) H. G. Reichenbach) 
同属の植物との人て交配品を販売する行為 (26~)) がそれに該当する。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































(261) Mark F. Watson， Chris Lyal & Colin Pendry (Eds.)， Descriptive Taxonomy -The 




















































































生過程と発芽との関係に関する研究」圏襲撃曾雑誌 62 巻 3~.581-594 頁が、クマガ
163 
法律論議88巻4・5令併号
イソウのポリネータについてはK.Suetsugu， S.Fukushima， Pollination biology of 
the endangered orchid Cypripedium japonicum in a fragmented forest of Japan， 

















































しかし、実際には、中国産の山昌風蘭 (Vand，日xichαngensis(Z. J. Liu & S. C. Chen) L. 
M. Gardiner (Syn. Neofinetia xichangensis Z. J. Liu & S. C. Chen))や中間産の尖
葉鳥舌蘭 (Vtαndahαyαtαe J. M. H. Shaw (Syn. Holcoglossum pumilum (Hayata) 
L. J. Chen， X.J. Xiao & G. Q. Zhang; Ascocentrurn purnilurn (Hayata) Schlechter; 
Sαccolabium pumilum Hayata))等の由雄との人J二畑日品である場合、自然の「芽がわ
り」による変崇個体の林分け品ではなく人L受粉による実生苗からの選抜品である場合等が
ある。フウラン (Vandαfalcatα)と尖葉烏骨蘭 (Vandαhα:yatae(Syn. Holcoglossum 




る。また、尖葉鳥舌蘭 (Vandαhα:ya加e(Syn. Holcoglossum pumilum)の門花品との
人で交配品と推定される品積が円本産のフウラン (Vandαfαlcatα)の純粋稀からの選抜
品(個体変異)として流通していることがあるのなお、 Kewは、 2015年10月29円現在、
尖禁鳥舌蘭の学名を iH olcoglossum pumilum Jとしている。この点については、前掲
「胡蝶蘭と関連する特許出願」でも触れた。なお、フウラン (Vandαfalcαtα)の生態に
ついては、K.Suetsugu， K. Tanaka， Y.Okuyama， T.Yukawa， Potential pollinator 
ofVandαfαlc日tα(Orchidaceαe)・Theretra(Lepidoptera: Sphingidae) hawkmoths 


























道におけるセッコク Dendrobiummoniliforme (L.) Sw. (ラン科)の分布と遺伝的多様
性」宇都宮大学農学部演習林報告 41 号 77~93 頁参照)。他方、中国における狭義の石斜
(Dendrobium nobile Lindley)は、日本では「高貴石餅」と呼ばれる。日本の植物分類
学上では、本米の手1斜を「ホンセッコク」と呼ぴ鉄皮行斜または黄行餅 (Dendrobium
C白tenatumLindley (Syn. Dendrobium officinαle Kimura & Migo; Dendrobium 












飯島洋・北中進.P. Wongsawad .田島奈津子・半田高・遊川知久 iIdentification
of Dendrobium species used for herbal medicines based on Ribosomal DNA悶
Internal Transcribed Spacer sequence databaseJ DNA polymorphi自mno. 19 
pp. 67-70、T.Takamiya， P.Wongsawad， A. Sathapattayanon， N. Tajima， 
S. Suzuki， S.Kitamura， N. Shioda， T.Handa， S.Kitanaka， H. Iijima， T.Yukawa， 
Molecular phylogenetics and character evolution of morphologically diver自e
groups， Dendrobium section Dendrobium and allie邑， AoB Plants. 2014 Aug 7; 







































著しい。この点については、 T.Yukawa & P. Cribb， Nomenclatural Changes in the 
Genu自CαJαnthe(Orchid日ceae)，Bulletin ofthe National Mu自eumofNature and 




































ジー1227-243頁、 NaserA. Anjum， Maria E. Pereira， Iqbal Abmad， Armando 
C. Duarte， Shahid Umar， Nafees A. Khan， Phytotechnologies・Remediationof 
Environmental Contaminants， CRC Press， 2012， Sara Shostak， Exposed Science 
-Genes， the Environment， and the Politic目。fPopulation Health， University of 
California， 2013， C.A. Brebbia & V. Popov (Eds.)， Food and Environment 1 -The 
Quest for a Sustainable Future， WIT Press， 2013， Ronald Ross Watson & Victor 
R. Preedy (Eds.)， Genetically Modified Organisms in Food， Academic Press， 2015， 
pp. 267-273カfある。
(277)例えば、 L回トリプトファンの事例に閣しては、前掲『健康食品中毒百科J82-93頁が
参考になる。なお、あくまでも一般論であるが、遺伝子組換え製品の製造工程における
手技上の過誤や不純物除去工程の不備等から当該製品に不純物である有害物質が含まれ
ている場合、当該製品のネ要な成分の過剰摂取により健康被害が発生したと推定される
事例であっても、その過剰摂取行為によって不純物である有害物質も同時に大量摂取さ
れている可能性が高いことから、主要成分の過剰摂取のみを健康被害の発生原因として
とらえ、不純物である有害物質の因果関係を否定することはできないと考える。また、
伯l人差や製品のロット毎の有害物質の含有量のばらつきがあることが当然、子想、されるの
で、そのことも考慮に入れなければならない。このような事例では、複合汚染的な発想
が重要であり、問題の発生原因を特定の化学物質だけに絞って検討することは問題の本
質を見失う危険性がある。
(278)関連する裁判例として、最高裁平成26年10月28日判決・民集68巻8号 1325頁、名
古屋高裁平成21if 2月19日判決・判例時報2047号122頁、東京地裁平成 18年5月
23日判決・判例時報 1937号 102頁、大阪地裁昭和53年5月29日判決・判例時報920
号178頁、大阪地裁昭和53年2月23日判決・判例タイムズ363号248頁等がある。
(279)本論文は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業(平成田年~平成27年
皮)、科学研究費補助金共同研究恭綾研究(A)I知的財蔵様と憲法的価値J(研究課題喬
号15H01928)及び利学研究費補助金(基盤研究B)I標章の保護と公共政策に関する
総合研究J(研究課題番号25285034)による研究成果の一部である。
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